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●実 施 日	 第１･３木曜日（１月の第１木曜日は閉庁日のため、１月５日（月）に振り替えて実施）
●延長時間	 午後７時まで（通常午前８時30分から午後５時15分まで）
●問い合わせ	 各実施課（☎282-1711） ※詳細は、村公式ホームページをご覧ください。

第１･３木曜日は窓口業務時間を延長しています！

70歳未満の国民健康保険被保険者の
高額療養費制度の一部が変わります

　「高額療養費制度」は、同じ人が同じ月に１つの医療機関で支払った医療費(保険適用分)が高額になっ
たとき、限度額までの支払いで済む制度です。自己負担の限度額は年齢と所得により決まりますが、平
成27年１月から、70歳未満の方の高額療養費の所得区分と自己負担限度額が細分化されます。70歳以
上の方と住民税非課税世帯の方は変更ありません。
　なお、限度額を超えた分の医療費は、申請により国民健康保険から払い戻されます。東海村国民健
康保険では、診療月のおおむね３か月後に、該当の方へ申請手続きの通知を送付していますので、忘
れずに申請をお願いします。

【問い合わせ】保健年金課国保年金担当（☎282-1711 内線1133）

所得※１区分 ３回目まで ４回目以降※２

上位所得者
901万円超 252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％ 140,100円

600万円超～
901万円以下 167,400円＋（総医療費－558,000円）×１％ 93,000円

一般
210万円超～
600万円以下 80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％ 44,400円

210万円以下 57,600円 44,400円
住民税非課税世帯 住民税非課税 35,400円 24,600円

所得※１区分 ３回目まで ４回目以降※２

上位所得者 600万円超 150,000円＋（総医療費－500,000円）×１％ 83,400円
一般 600万円以下 80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％ 44,400円

住民税非課税世帯 住民税非課税 35,400円 24,600円

変更前変更前
平成26年

12月分まで

●自己負担限度額（月額）

変更後
平成27年
１月分から

実施課 取り扱い業務

住 民 課 住民登録（転出･転入等）、印鑑登録、在留関連事務に関する手続き、パスポートの交付、各種証明
書･許可書の発行等 ※電子証明書等、一部発行できないものがあります。

保健年金課 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、医療福祉（マル福制度等）、母子健康手帳等に関する
手続き

社会福祉課 保育所（入退所の手続き）、児童手当、児童扶養手当の申請等
介護福祉課 介護保険･高齢支援の申請

税 務 課 評価額証明書、固定資産課税証明書、所有不動産証明書（以上は本年度課税分のみ）、村･県民税課
税証明書、納税証明書、軽自動車車検用納税証明書、事業所在証明書の発行、村税納税相談（要予約）

会 計 課 村･県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、保
育所保育料、下水道使用料等の支払い ※国税、県税、国民年金保険料の取り扱いはできません。

水 道 課 給水の開始･中止の手続き、上下水道料金の支払い ※下水道使用料のみの取り扱いはできません。

※１…「所得」は、基礎控除後の総所得金額です。
※２…当月を含む直近12か月で、１つの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額です。
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年末･年始休館日
◆ 12月27日（土）～１月４日（日）
東海村役場 282-1711
なごみ･総合支援センター 287-2525
保健センター 282-2797
東海村研究交流プラザ 282-2928
東海村社会福祉協議会 282-2804
障害者センター 282-4599
ボランティア市民活動センター「えがお」 283-4538
◆ 12月27日（土）～１月５日（月）
農業支援センター 287-7867
◆ 12月28日（日）～１月３日（土）
中央公民館 282-3329
東海文化センター 282-8511
総合体育館 283-0673
村テニスコート 282-8571
東海駅コミュニティ施設（待合室を除く） 287-3680
阿漕ケ浦公園管理事務所 282-3835

健康福祉政策に関する全国大会で、

協働の健康づくり活動をＰＲしました！
　11月22日･23日、茨城県立医療大学(阿見町)において、第18回「日本
健康福祉政策学会学術大会」が開催されました。東海村からも保健セン
ター職員、健康づくり推進計画推進委員（すこやか委員）、母子保健推進
員、食生活改善推進員の24人が参加し、次の３つの演題についてその取り組みを発表しました。

【問い合わせ】保健センター（☎282-2797）

発表者：髙野千夏子（母子保健推進員）
　昭和52年から続く母子保健推進員の活動を振り返り、地域住民との協働による母子保健活動や子育
て支援のあり方についての考察を発表しました。

　「行政と地域住民の協働による健康づくり」を実践している東海村
への関心は高く、好評をいただきました。これからも「自分の健康
は自分でつくる！」を合言葉に、村民の皆さんと共に健康寿命を延
ばすための取り組みを推進していきます！ なお、学会発表ポスター
は保健センター内に掲示していますので、ぜひご覧ください。

子どもの健康づくり 「地域の子育て応援団！！ ～東海村母子保健推進員の活動紹介～」

おとなの健康づくり 「住民とともに創る健康づくり活動～東海村『みんなですこやかウォーキング』の10年～」

食育 「東海村子ども減塩プロジェクト～素材のおいしさを味わえる子どもに育てよう～」

◆ 12月28日（日）～１月４日（日）
姉妹都市交流会館 282-0535
リサイクルプラザとうかい 282-4439
村立東海病院（休日診療日を除く） 282-2188
村民活動センター 282-0002
東海村デマンドタクシー「あいのりくん」 306-2828
高齢者センター 282-4300
児童センター 306-1017
長堀すこやかハウス 283-3664
◆ 12月28日（日）～１月５日（月）
青少年センター 282-7049
◆ 12月29日（月）～１月３日（土）
村立図書館（１月４日は午後１時開館） 282-3435
村内各コミュニティセンター ―
須和間霊園管理事務所 283-3060
◆ 12月31日（水）～１月４日（日）
清掃センター 282-7289
ひたちなか･東海クリーンセンター 265-5310
◆ １月１日（木･祝）～１月３日（土）
常陸海浜広域斎場 265-7191

主な公共施設の

発表者：関田和子（健康づくり推進計画推進委員（すこやか委員））
　住民の主体的な健康づくり活動として続く「みんなですこやかウォーキング」の10年を振り返り、東
海村民の健康な未来を目指し、地域住民と共につくる健康づくりの今後の展望について発表しました。

発表者：薄井眞理子（保健センター管理栄養士）
　茨城県民の塩分摂取量は全国平均より多く、特に１～６歳では１日に6.5グラム（全国平均5.8グ
ラム）を摂取している現状を踏まえ、保健センターと食生活改善推進員が連携して減塩推進活動をス
タート。その活動内容と今後について発表しました。
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●日　時　１月11日（日） 午前９時30分～ 11時30分
●場　所　東海文化センター
●内　容　①消防出初式典 
　②演技…▼幼年消防クラブ演技（みぎわ保育園･宿幼稚園･

　舟石川幼稚園･サンフラワーこどもの森保育園の園児）
　　▼消防団消防ポンプ操法模範演技（第６分団） 
　③消防車パレードと分列行進
●サイレン吹鳴	 午前７時から１分間、各消防分団で東海

村消防団員招集のサイレンを鳴らします。
●交通規制	 午前８時から正午まで、会場周辺道路で交通

規制を行います（右図参照）。
●問い合わせ	 防災原子力安全課消防防災･原子力安全担当（☎282-1711 内線1524）

ＪＡ常陸
東海会館
ＪＡ常陸
東海支店

周辺道路の交通規
制に、ご協力をお
願いします！

平成27年東海村消防出初式

　東日本大震災による被災代替資産の特例や再
生エネルギー発電設備の特例等については、村
公式ホームページをご覧ください。
　申告の有無を問わず、償却資産の所有状況に
ついて、帳簿等の提出を求めたり、現地調査等
を行ったりする場合がありますので、ご協力を
お願いします。

事業者の皆さん！

 固定資産税「償却資産」の申告をお忘れなく！
業種ごとの対象償却資産の例

各業種共通
パソコン、ファクシミリ、レ
ジスター、看板、外構、駐車
場舗装など

小売業 陳列ケース、冷蔵庫、冷蔵ス
トッカー、自動販売機など

飲食業 冷蔵庫、調理設備、椅子、テー
ブル、カウンターなど

理･美容業 椅子、タオル蒸し器、パーマ器、
サインポールなど

製造業 受変電設備、旋盤、ボール盤、
プレス、金型、測定工具など

医療･薬局業 ベッド、手術機器、医療機器、
歯科ユニット、調剤機器など

不動産（アパート、
駐車場等）貸付業

フェンス、ゴミ捨て場、自転車
置き場など

建設業
建設機械、発電機、カッター、
ブルドーザー、ショベルカー
など

【問い合わせ】 税務課資産税担当（☎282-1711 内線1111）

 ■「償却資産」とは…
　工場･商店の経営や、駐車場･アパートの貸し
付けなどの事業を、法人または個人で行ってい
る方が、その事業のために用いている構築物や
機械、備品等を「償却資産」といい、土地や家屋
と同様に固定資産税が課税されます。
 ■大型特殊自動車をお持ちの方へ
　ショベルカーやクレーン車などの大型特殊自
動車も償却資産です。これらをお持ちで、主た
る定置場が村内の場合は申告をお願いします。

ここに表示される分類
番号が「０」「９」で始ま
る車両が対象です。

 ■申告は２月２日（月）まで
　村内に償却資産を所有している方は、１月１日
現在の所有状況を２月２日（月）までに申告する必
要があります。毎年申告している方には、12月
に案内を郵送していますが、新たに申告が必要
な方や、案内が届かない場合は、お問い合わせ
ください。
　なお、課税標準額が150万円未満の場合、課
税はされませんが申告は必要です。
　賃借人･テナント入居者等が取り付けた内装･
造作･建築設備等の事業用資産は、賃借人の償却
資産として申告してください。
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」

　

認
知
症
高
齢
者
が
徘
徊
に
よ
り
行
方

不
明
に
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
た「
認

知
症
徘
徊
模
擬
訓
練
」が
、
10
月
28
日
、

村
松
小
学
校
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
で
は「
あ
ん
し
ん･

お
か

え
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
よ
り
、
一
般

の
方
に
も
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
域
で
行
方

不
明
者
が
発
生
し

た
際
、
協
力
者
に

メ
ー
ル
で
情
報
を

一
斉
に
送
信
し
て
、
一
刻
も
早
い
発
見

を
目
指
す
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
―
利

用
開
始
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
今
回
の

訓
練
で
は
、
２
８
３
人
の
事
前
登
録
者

に
訓
練
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
し
た
。

　
「
あ
ん
し
ん･

お
か
え
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」へ
の
登
録
手
続
き
は
、
メ
ー
ル
で

簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域

の
安
心
を
守
る
た
め
に
、
一
人
で
も
多

く
の
方
の
登
録
を
お
願
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「あんしん･おかえり
ネットワーク」への
登録方法は…

地
域
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皆
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ご
協
力
で
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事
に
高
齢
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を
発
見
で
き
ま
し
た
！

村
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徘
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擬
訓
練
」
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に
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で
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生
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知
症
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り
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。

「nagomi@amh.jp」へ
空メールを送るか、下
のＱＲコードからアク
セスしてください。

① 行方不明者の
発生を想定して、
行方不明者役が地
区内を移動

③ 地域住民や協
力団体の方が、行
方 不 明 者 役 を 捜
索、発見･保護

② 携帯メール（あ
んしん･おかえり
ネットワーク）や
防 災 行 政 無 線 等
で、地域住民や協
力団体へ行方不明
者の情報を配信

●
問
い
合
わ
せ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
287
局
２
５
２
５
）

徘徊役の高齢者が無事に
保護されたときの様子

「認知症徘徊模擬訓練」の実施方法

●訓練の流れ ●認知症の方への対応「７つのポイント」

良
か
っ
た
点
は
…

　

３
～
４
人
で
一
緒
に
探
し
た
方

が
、
声
掛
け
を
し
や
す
い
。

　

地
域
の
捜
索
体
制
を
考
え
る
た
め

の
、
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

改
善
が
必
要
な
点
は
…

　

多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
地
域
へ
の
広
報
も
必
要
。

　

捜
索
の
際
は
、
店
舗
に
も
情
報
を

提
供
し
た
方
が
良
い
。

①まずは見守る

　認知症と思われる方に気付いたら、一定の
距離を保ち、さりげなく様子を見守ります。
②余裕を持って対応する

　自分が焦りを感じると、相手にも伝わり動
揺させてしまいます。自然な笑顔で。
③声を掛けるときは１人で

　複数の人で囲むと恐怖心をあおりやすいの
で、１人で近付いて声を掛けましょう。
④後ろから声を掛けない

　一定の距離から、相手の視野に入ったとこ
ろで声を掛けます。「どうしました？」など。
⑤相手の目線に合わせて優しい口調で

　小柄な方には体を低くして、同じ目線で。
⑥穏やかに、はっきりと話す

　高齢者は耳が聞こえにくいことがあります。
⑦相手の言葉に耳を傾けて、ゆっくり対応

　認知症の方は、せかされるのが苦手です。
相手の反応を伺いながら会話をしましょう。

● 5 広報とうかい  2014年12月25日号



「とうかい環境村民会議」だより Vol.７

環境活動を通じて、持続可能な社会の実現を目指す“エコレンジャー”――それが私たち
「とうかい環境村民会議」です！ 私たちの活動をシリーズで紹介していきます。

【問い合わせ】環境政策課環境計画推進担当（☎282-1711 内線1454）

エコのことなら僕にお任せ！

　地球温暖化対策の一環として、とうかい環境村民会議が主催する「東海村緑のカーテンのまちづくり
コンテスト」。完成した“緑のカーテン”について、その大きさや遮光性等を審査し、各部門の受賞作品が決
定しました。今回は作品の一部をご紹介します（結果は、「広報とうかい」（12月10日号）９ページに掲載）。

「東海村緑のカーテンのまちづくりコンテスト」受賞作品を紹介します！

●押延溜池周辺の里山整備に参加しませんか （自然共生社会部会）

　自然共生社会部会では、緑豊かな自然環境を目指し、押延溜池周辺を「押延ため池いこいの森」とし
て整備しています。次回の活動日は、１月24日（土）の午前９時～ 11時30分です。ぜひご参加ください。
●段ボールコンポストに使用する竹パウダーの購入方法について（循環型社会部会）

　「広報とうかい」（10月25日号）に掲載した段ボールコンポストに関して、問い合わせの多かった竹
パウダーの購入方法についてご紹介します。竹パウダーは、インターネットで購入できます。皆さん、
ぜひチャレンジしてみてくださいね！

お知らせ どなたでも
参加できます！

≪最優秀賞（村長賞）≫
●笹沼英文さんの作品…パッションフルーツ･アサガオ･ゴーヤの３種

類を用い、幅10.3メートル、高さ6.2メートルの見事なグリーンカー
テンを完成させました。西日の遮光効果によりエアコンを使用する
こともなく、節電効果も抜群でした。また、笹沼さんは毎年素晴ら
しい作品を継続して育成している点も高く評価され、満場一致での
受賞となりました。

≪一般の部･優秀賞≫
●沼田清治さんの作品…ゴーヤ６本を用いたグリー

ンカーテン。リビングは網戸のみで涼しく過ごすこ
とができ、エアコン使
用も数回程度と、節電
効果が顕著に現れまし
た。アサガオがグリー
ンカーテンの良いアク
セントになっています。
●伊藤伊三郎さんの作品

…窓を覆うゴーヤのグ
リーンカーテンは、西日
を遮るのに抜群の効果
を発揮！ エアコンの使
用頻度が減少し、扇風
機程度で過ごせました。

≪事業所の部･優秀賞≫
●株式会社鈴木ハーブ研究所の作品…グリー

ンゴーヤや白いアップルゴーヤなど、いろ
いろな植物を用いたグリーンカーテン。葉
の間からは、なた豆やしかく豆、ホップ、
キウイ、ムベも顔をのぞかせており、楽し
いカーテンに仕上がり
ました。キウイとムベ
が天井一面を覆うよう
に生育しており、西日
が当たる時間帯でも室
内に直射日光が入ら
ず、エアコンの効きが
良くなりました。節電
効果も抜群です！

低炭素社会部会
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●第５次総合計画後期基本計画の策定がスタート
11月25日、第１回東海村総合計画審議会（委員16人）が役場で
開催され、増子千勝さん（本村元助役、現茨城大学監事）が委
員長に就任しました。東海村第５次総合計画の基本理念であ
る「村民の叡智が生きるまちづくり～今と未来を生きるすべ
ての命あるもののために～」を踏まえながら、持続可能なま
ちづくりの実現を目指す後期基本計画（対象期間：平成28 ～
32年度）――その策定に当たっては本審議会のほか、村民と
村職員との協働によって計画案の検討を進める「合同ワーキ
ング委員会」を設置しながら、平成27年度末まで、村の施策
の基本的な方向性に関する議論･検討を重ねていく予定です。

委員長に就任した増子さん（写真左）に、山田
村長から諮問書が手渡されました。

●「身につけよう反射材」年末の交通事故防止キャンペーン
12月１日の午前７時30分から、合同庁舎前の交差点で、年末の
交通事故防止県民運動に伴う「交通安全キャンペーン」が行われ
ました。県内では、11月に死亡事故が多発したことから「交通死
亡事故多発警報」が発令されるなど、特に薄暮時から夜間にかけ
て、高齢者が歩行中に事故に巻き込まれるケースが増えていま
す。年末を迎え、何かと慌しくなる時期ですが、交通事故を防ぐ
には、まず意識の啓発が大切――この日は東海中学校の生徒６
人も街頭に立ち、啓発グッズをドライバーに手渡しながら、交通
安全を呼び掛けていました。皆さんも、交通ルールやマナーを守
ることをしっかりと習慣付けて、交通事故の防止に努めましょう。

11月26日、役場で子育て支援講演会「スマホに子守をさせないで！～メディ
ア社会の落とし穴～」が行われました。インターネットの急速な普及によ
り、便利さ･快適さが向上した一方、子どもの過剰なメディア接触が、親
子のふれあいの希薄化などの問題を引き起こしているといわれてます。講
師の矢野さと子さん（ＮＰＯ法人子どもとメディアインストラクター）は、「ス
マートフォンやアプリも、大人が使うのと発達途中の子どもが使うのとで
は全く意味が違います」と、メディアに振り回されてしまっている子どもた
ちの現状を話しました。メディアとかかわる時間を決めるなどルールを作
り、その分、親や友達、地域とかかわる時間を大切にすることが、子どもの
実体験からの学びと、健やかな育ちを支えるということを伝えていました。 

●子どもたちをメディアづけにさせないために…
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お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●１月の休日診療●

受付時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

１日（木）村立東海病院 282-2188
２日（金）武藤小児クリニック 282-7722
３日（土）村立東海病院 282-2188
４日（日）東海クリニック 283-1711
11日（日）茨城東病院 282-1151
12日（月）石井整形外科クリニック 270-5141
18日（日）東原クリニック 283-2301
25日（日）村立東海病院 282-2188
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼毎日…午後６時
30分～午前０時30分▼日曜日、祝日、年末･年
始（12月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

問合せ ＳＣスマイルＴＯＫＡＩ事務局
（総合体育館内 ☎283-1001）

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）

期日 場所
８日（木）総合福祉センター「絆」
15日（木）総合福祉センター「絆」
22日（木）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～ 11時
対象 村内在住で40歳以上65歳未満の方
※初めて参加する方は、事前に申し込みください。

●１月の健康体操参加者募集●

●11月の村内交通事故発生状況●

発生件数 死者数 負傷者数

件数 19 ０ 24
累計

（１月から） 178 １ 240

前年比 ＋５ ０ ＋18

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

●１月の住まいに関する相談●

場　所 都市政策課（役場行政棟２階）
問合せ 都市政策課（内線1247、1248）
相談日 時間 相談内容

15日（木）10:00 ～ 16:00 新築、増築、改築、耐
震診断、リフォーム等

暮
ら
し

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
！

「
放
射
線
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

食
品
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
や
、
放

射
線
の
人
体
へ
の
影
響
な
ど
、
身
近
な
疑

問
や
不
安
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１
月
の
日
程
等
▼ 

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

費
用
▼
無
料

防
災
原
子
力
安
全
課
消
防
防
災･

原

子
力
安
全
担
当（
内
線

１
５
１
８
）※
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

期　

日

場　
　

所

９
日（
金
）
保
健
セ
ン
タ
ー

14
日（
水
）
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

東
海
駅
東
口
広
場
臨
時
駐
輪
場
が

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

東
海
駅
東
口
広
場
臨
時
駐
輪
場（
左
図

参
照
）が
、
１
月
５
日（
月
）か
ら
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

区
画
整
理
課
管
理
担
当（
内
線

１
２
１
２
）

開
発
行
為
の

完
了
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

都
市
計
画
法
第
36
条
の
規
定
に
よ
り
、

開
発
行
為
の
許
可（
都
市
計
画
法
第
29
条

の
許
可
）を
受
け
た
方
は
工
事
完
了
後
、

工
事
完
了
届
を
提
出
し
、
開
発
許
可
を
受

け
た
内
容
に
適
合
し
て
い
る
か
を
確
認
す

る
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
検
査
を
受
検
し
、
内
容
に
適
合
し
て
い

る
場
合
は
、
検
査
済
証
を
交
付
し
ま
す
。

検
査
済
証
の
交
付
が
さ
れ
な
い
と
、将
来
、

建
て
替
え
な
ど
の
際
に
支
障
を
来
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
許
可
時
と
変
更
が
あ

る
場
合（
変
更
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
）

に
は
、
事
前
に
都
市
政
策
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

都
市
政
策
課
建
築
担
当（
内
線

１
２
４
６
）

期
日
▼
３
月
７
日（
土
）

時
間
▼
午
前
９
時
～

場
所
▼
茨
城
大
学
水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス（
水

戸
市
文
京
２
‐
１
‐
１
）

試
験
手
数
料
▼
甲
種
…
５
０
０
０
円
／
人 

乙
種
…
３
４
０
０
円
／
人

・

東
海
消
防
署
を
は
じ
め
と
す
る
ひ

た
ち
な
か･

東
海
広
域
事
務
組
合
の
各

消
防
署
ま
た
は
消
防
本
部
に
備
え
付
け

の
受
験
願
書
を
受
け
取
り
、
書
面
申

請
の
場
合
は
１
月
14
日（
水
）
～
27
日

（
火
）に
、
電
子
申
請
の
場
合
は
１
月
11

日（
日
）
～
24
日（
土
）に
、
一
般
財
団

法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
茨
城

県
支
部（
☎
301
局
１
１
５
０ 

http://
w

w
w

.shoubo-shiken.or.jp/

）
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度

「
消
防
設
備
士
試
験
」

ＪＲ東海駅

●リコッティ

マ
ン
シ
ョ
ン

● ○

筑
波
銀
行

歩
道
歩
道
臨時
駐輪場
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福
祉

健
康･

医
療

「
み
ん
な
で
す
こ
や
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

期
日
▼
１
月
７
日（
水
）（
雨
天
中
止
）

時
間
▼
午
前
10
時
～（
午
前
９
時
30
分
受

け
付
け
開
始
）

集
合
場
所
▼
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
１
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（「
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」阿
漕
ケ

浦･

虚
空
蔵
堂
コ
ー
ス
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。▽
車
で
お
越
し
の
際
に
は
、

乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

　

今
後
の
生
活
再
建
に
大
き
く
関
わ
る

「
住
居
確
保
に
か
か
る
費
用
」の
賠
償
内
容

を
中
心
に
、最
新
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
弁
護
士
や
不
動
産
鑑
定
士
が
損
害

賠
償
全
般
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
▼
１
月
31
日（
土
）

場
所
▼
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館（
水
戸
市

千
波
町
１
９
１
８
）

内
容
等
▼

参
加
費
▼
無
料

・

事
前（
12
月
27
日（
土
）か
ら
１
月

４
日（
日
）ま
で
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）に
、
原
子
力
損
害
賠
償･

廃
炉

等
支
援
機
構（
☎
０
１
２
０
‐
３
３
０

‐
５
４
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

原
子
力
損
害
賠
償
に
関
す
る

説
明
会
と
個
別
相
談
会

第１部（説明会） 第２部（個別相談）

時　間 午前10時～正午 午後１時～４時
（１時間以内）

対象等

避難指示区域（帰宅困
難区域･居住制限区域
･避難指示解除準備区
域）に宅地（借地権を
含む）や建物を所有し
ている方（先着70人）

原発事故により損
害を受けた方（村
内在住の方や自主
的に避難した方を
含む）※先着順に
受け付けます。

内　容
宅地･建物等の賠償に
ついて

農業･漁業等の損
害 賠 償 全 般 に つ
いて

平
成
27
年
度「
が
ん
検
診
等
申
込

書
」を
郵
送
し
ま
し
た

　

平
成
27
年
度（
４
月
以
降
）の「
が
ん
検

診
等
申
込
書
」を
郵
送
し
ま
し
た
。
村
が

実
施
す
る
が
ん
検
診
等
の
受
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
１
月

16
日（
金
）ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
書
は
10
月
31
日
現
在
の
住

民
登
録
情
報
で
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、

転
入
等
で
申
込
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用

助
成
期
間
は
、
１
月
末
ま
で
で
す

　

村
で
実
施
し
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
費
用
助
成
期
間
は
、
１
月
31

日（
土
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
９
月
下
旬
に
予
診

票
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
転
入
等
で
予
診

票
を
お
持
ち
で
な
い
方
や
紛
失
さ
れ
た
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
等
▼
①
１
歳（
平
成
26
年
10
月
１
日

現
在
）
～
中
学
３
年
生
の
方（
自
己
負
担

額
１
０
０
０
円
／
回
） 

②
65
歳
以
上
の
方

（
費
用
無
料
） 

③
60
歳
以
上
64
歳
以
下
で
、

心
臓･

腎
臓･

呼
吸
器
等
の
障
が
い
に
よ
り

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方（
費
用
無
料
） 

④
生
活
保
護
世

帯
ま
た
は
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方（
費

用
無
料
） 

※
③
と
④
は
事
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

　

健
康
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

１
月
の
日
程
等
▼

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
３
０
０
円
／
回（
昼
食
代
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
１
６
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
楽
楽
茶
の
間
」に
よ
る

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」

期　

日

場　

所

16
日（
金
）

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
岡
区
自
治
会
集
会
所

亀
下
区
自
治
会
集
会
所

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
午
前
の
み
）

20
日（
火
）
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
会
集
会
所

23
日（
金
）

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
宿
１
区
自
治
会
集
会
所

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

白
方
区
自
治
会
集
会
所

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
午
後
の
み
）

27
日（
火
）
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

舟
石
川
中
丸
区
自
治
会
集
会
所

　

村
内
在
住
で
、
家
庭
に
心
の
病
気
を
持

つ
家
族
が
い
る
方
を
対
象
に
、
懇
談
や
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

期
日
▼
１
月
16
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

心
の
病
気
に
つ
い
て
話
し
ま
し
ょ
う

「
家
族
交
流
会
」

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
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教
育

　

村
で
は
、
平
成
27
年
４
月
に
高
等
学
校

や
大
学
等
へ
入
学
予
定
の
方
で
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
を
対
象

に「
入
学
準
備
金
」（
入
学
に
必
要
な
資
金
）

を
貸
与
し
ま
す
。

募 集

平
成
27
年
度
東
海
村
奨
学
金
制

度（
入
学
準
備
金
）奨
学
生
募
集

●１月の健康相談●

場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）
●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

９日（金）
９:30 ～ 11:00
13:00 ～14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

※希望日時をご連絡
ください。

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 ７日（水）
13:00 ～ 13:45

平成26年８月
生まれの子

１歳６か月児 ８日（木）
13:00 ～ 13:45

平成25年６月
生まれの子

３歳児 14日（水）
13:00 ～ 13:45

平成23年11月
生まれの子

２歳半歯科 1５日（木）
13:00 ～ 13:45

平成24年６月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 27日（火）
13:00 ～ 13:20

平成26年10月
生まれの子

●１月の心配ごと相談･人権相談･行政相談等●

場　所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）
相談日 時間 相談種別

９日（金）
10:00 ～ 12:00 弁護士による相談

（当日受け付け）

10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

16日（金）
10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談

13:00 ～ 15:00 行政書士による相談
（事前予約）

23日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

30日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

毎週
月･水曜日

13:30 ～ 15:00
（祝日を除く）

心配ごと電話相談
（☎282-0917）

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 自治推進課村民相談室（内線1275）
●ニート相談（☎287-0862）

期　日 毎週月･金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～５時
●女性生活相談（☎287-0863）

期　日 毎週月･水･木曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時
●消費生活相談（☎287-0858）

期　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●ニート相談･女性生活相談･消費生活相談●

「
小･

中
学
校
入
学
祝
金
贈
呈
事
業
」

の
お
知
ら
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
４
月
に
小
中

学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
祝

い
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
▼
①
村
内
在
住
で
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
②
今
年
度
の
主
た
る

保
護
者
の
村･

県
民
税
が
非
課
税
③
４
月

に
小
中
学
校
へ
入
学
す
る
―
―
を
満
た

し
▽
ひ
と
り
親
世
帯
▽
父
母
ま
た
は
本
人

が
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
▽
父

母
以
外
に
養
育
さ
れ
て
い
る
―
―
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

給
付
金
額
▼
１
万
円
／
人

・

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」内 

☎
282
局

２
８
０
４
）備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
１
月
５
日（
月
）

か
ら
30
日（
金
）
ま
で（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
東
海
村
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
t-shakyo.or.jp

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

れ
か
に
該
当
す
る
方 

※
要
介
護
認
定

時
の
主
治
医
意
見
書
で
状
況
を
確
認
し

ま
す
。

【
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除
証
明
書
】

　
「
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除
証
明

書
」は
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」の
代
わ
り

に
な
る
も
の
で
す
。

対
象
▼
以
前
に
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
要
介
護
認
定
者

で
あ
り
、
要
介
護
認
定
時
の
主
治
医
意

見
書
で
①
寝
た
き
り
状
態
で
あ
る
②
尿

失
禁
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
―
―
を
確

認
で
き
る
方

【

・

】

　

確
定
申
告
を
す
る
１
週
間
前
ま
で

に
、
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
室（
内
線

１
１
６
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
認

定
書
等
は
即
日
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
確
定
申
告
で
控
除
を
受
け
る

際
に
必
要
な
書
類
を
発
行
し
ま
す
。

【
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
】

　
「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」

は
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方
が
、
障

害
者
控
除
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な

も
の
で
す
。

対
象
▼
65
歳
以

上
で
要
介
護
認

定
を
受
け
て
お

り
、
精
神
ま
た

は
身
体
の
状
況

が
下
表
の
い
ず

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

「
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除
証
明
書
」

精神の
状　況

▽常時または外出時のみ介護を要する
状態

身体の
状　況

▽６か月以上寝たきりで、日常生活に
支障がある状態 ▽寝たり起きたりの
毎日で、寝込みがちの状態 ▽歩行･起
居動作が不自由で、外出が困難な状態 
▽外出は可能だが、介護を要する状態
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対
象
▼
①
村
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す

る
方
の
子（
養
子
を
含
む
）②
学
校
教
育

法
で
規
定
す
る
高
等
学
校（
私
立
）･

高
等

専
門
学
校･

専
修
学
校･

大
学（
短
大･

大

学
院
を
含
む
）に
入
学
予
定
③
学
業
成
績

が
優
秀
で
向
学
心
が
旺
盛
④
経
済
的
な

理
由
で
修
学
が
困
難
―
―
を
満
た
す
方

貸
与
限
度
額
等
▼

定
員
等
▼
Ａ
…
５
人
程
度（
う
ち
母
子･

父

子
世
帯
等
優
先
枠
１
人
程
度
） 

Ｂ
…
15

人
程
度（
う
ち
母
子･

父
子
世
帯
等
優
先

枠
３
人
程
度
）※
選
考･

手
続
き
を
経
て
、

平
成
27
年
３
月
に
一
括
で
貸
与
し
ま
す
。

返
還
▼
奨
学
金
に
係
る
学
校
卒
業
１
年
後

か
ら
10
年
以
内
に
無
利
息
で
全
額
返
還

そ
の
他
▼
修
学
資
金（
授
業
料
等
）の
奨
学

生
は
、入
学
後
の
時
期
に
募
集
し
ま
す
。

・

学
校
教
育
課（
役
場
行
政
棟
４

階
）備
え
付
け
ま
た
は
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
願

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
１
月
30

日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日
と
祝
日
、
年

末･

年
始
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
学
校
教
育
課
企

画
総
務
担
当（
内
線
１
４
１
２
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

区
分

学
校
の
種
別

貸
与
限
度
額

Ａ

高
等
学
校
私
立

30
万
円

高
等
専
門
学
校

30
万
円

Ｂ

専
修
学
校
高
等
課
程

30
万
円

専
門
課
程

50
万
円

大
学

国
公
立

30
万
円

私
立

50
万
円

そ
の
他

募 集

東
海
村
臨
時
職
員
募
集

職
種
等
▼
左
表
参
照

雇
用
期
間
▼
平
成
27
年
４
月
１
日
～
９
月

30
日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

選
考
方
法
▼
面
接
試
験

試
験
日
▼
Ａ
～
Ｃ
…
２
月
７
日（
土
） 

Ｄ

～
Ｇ
…
２
月
１
日（
日
）※
Ａ
～
Ｇ
の
重

職種 雇用要件 
（主な業務）

勤務時間
（募集人員）

賃金
※時給

Ａ 幼 稚 園 講
師

幼稚園教諭免許を有する方 
（学級担任･幼稚園事務）

週38時間45分
（10人程度）

1,070円～
1,110円

Ｂ

幼 稚 園 介
助員

幼稚園教諭免許を有する方
（支援を要する園児の補助）

週27時間30分
（10人程度）

1,070円～
1,110円

幼 保 連 携
施 設 介 助
員

幼稚園教諭免許、または保
育士の資格を有する方 ※両
方の資格を有する方が望ま
しい。 

（支援を要する園児の補助）

週27時間30分
（若干名）

1,070円～
1,110円

Ｃ 学 校 給 食
調理員

調理師免許を有する、また
は１回100食以上の給食施
設でおおむね１年以上の大
量調理経験がある方

週28時間45分
（28人）

860円～
910円

Ｄ

幼 保 連 携
施 設 保 育
教諭

幼稚園教諭免許と保育士の
資格の両方を有する方

週38時間45分
（10人程度）

1,070円～
1,110円

保 育 所 保
育士

保育士の資格を有する方 
※幼稚園教諭免許と保育士
資格の両方を有する方が望
ましい。

週38時間45分
（25人程度）

1,070円～
1,110円

Ｅ
す こ や か
ハ ウ ス 保
育士

保育士の資格を有する方
（在家庭親子の支援）

週30時間
（３人）

1,070円～
1,110円

Ｆ 保 育 所 調
理手 調理師免許を有する方

▼週20時間
（１人）
▼週30時間

（１人）
▼週38時間45分

（２人）

860円～
910円

Ｇ

日 中 一 時
支 援 事 業
指 導員（な
ごみ･総 合
支 援 セ ン
ター）

▼保育士の資格を有する▼幼
稚園･小学校･中学校･高等学
校いずれかの教諭免許を有す
る▼障がい児者の施設等で勤
務経験がある――のいずれか
の方

（障がい児の学童保育、障が
い児者の緊急一時預かり）

▼週20時間
（５人程度）
▼週38時間45分

（３人程度）

1,070円

▼看護師または保健師の資
格を有する方

週38時間45分
（２人） 1,350円

複
受
験
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
▼
①
原
則
、
週
５
日
勤
務
と
な
り

ま
す
。
②
通
勤
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

③
社
会
保
険･

雇
用
保
険
に
加
入
し
ま

す（
Ｂ
Ｃ
勤
務
者
と
Ｆ
Ｇ
の
週
20
時
間

勤
務
者
は
雇
用
保
険
の
み
）。
④
年
次

休
暇
が
あ
り
ま
す
。
⑤
賃
金
は
平
成
26

年
４
月
現
在
の
も
の
で
あ
り
、
採
用
時

に
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・

１
月
21
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜

日
と
祝
日
、
年
末･

年
始
を
除
く
）の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、

履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）と
雇
用
要
件

を
証
明
で
き
る
も
の
の
写
し
を
お
持

ち
の
上
、
Ａ
～
Ｃ
は
学
校
教
育
課
企

画
総
務
担
当（
役
場
行
政
棟
４
階 

内
線

１
４
１
１
）、
Ｄ
～
Ｆ
は
社
会
福
祉
課

子
ど
も
家
庭
担
当（
役
場
行
政
棟
１
階 

内
線
１
１
８
５
）、
Ｇ
は
な
ご
み･

総
合

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２
５
２
５
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
Ａ
～
Ｆ
は
学

校
教
育
課
に
、
Ｄ
～
Ｆ
は
社
会
福
祉
課

に
そ
れ
ぞ
れ
備
え
付
け
の
、
指
定
の
履

歴
書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
村
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）。
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後
11
時
ま
で
に
、
参
加
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

入
札
期
間
▼
１
月
30
日（
金
）の
午
後
１
時

か
ら
２
月
６
日（
金
）の
午
後
１
時
ま
で

公
売
物
件
▼

　

税
務
課
収
納
管
理
室（
内
線
１
１
１
５
）

入
札
参
加
資
格
審
査（
物
品
調
達･

役
務
の
提
供
等
）の
追
加
申
請

　

平
成
25･
26
年
度
東
海
村
発
注
の
物
品

調
達･

役
務
の
提
供
等
に
係
る
入
札
参
加
資

格
審
査
の
追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
▼
１
月
５
日（
月
）～
９
日（
金
）

（
午
後
５
時
到
着
分
ま
で
）

そ
の
他
▼
入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
は

平
成
27
年
３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で
で
す
。

・

総
務
課（
役
場
行
政
棟
３
階
）備
え

付
け
の「
物
品
調
達
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送（
宅

配
便
可
）で
総
務
課
管
財･

検
査
担
当

（
〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東
海
３
‐
７

‐
１ 

内
線
１
３
８
５
）へ
申
し
込
み
く

　

平
成
25･

26
年
度
東
海
村
発
注
の
建
設

工
事
と
建
設･

設
計･

測
量
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
の
追
加

申
請
を
、
県
と
県
内
一
部
の
市
町
村
と
の

共
同
で
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
▼
１
月
５
日（
月
）～
９
日（
金
）

そ
の
他
▼
入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
は

平
成
27
年
３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で
で
す
。

茨
城
県
監
理
課（
建
設
業
担
当
）ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
村
で

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

入
札
参
加
資
格
審
査（
建
設
工
事
、
建
設･

設
計･

測
量
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）追
加
申
請

茨
城
県
監
理
課（
☎
301
局
４
３
３
４
）、

東
海
村
総
務
課（
内
線
１
３
８
５
）※
詳

細
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
売

却
す
る
た
め
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
官
公

庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

公
売
方
法
▼
期
間
入
札 

※
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（「
公
売
に
つ
い
て
」）の
内
容

に
同
意
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
方
法
▼「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」の
Ｉ
Ｄ
を
取
得
の
上
、
１
月
７
日

（
水
）の
午
後
１
時
か
ら
23
日（
金
）の
午

差
し
押
さ
え
不
動
産
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

New Year Salon 
Let's enjoy 
Japanese New Year!

■Date　Sat. 10 January
■Time　1:00‐3:00 p.m.
■Place　Tokai-mura Sister City Hall
■Program　▽Performance by "Rakuchin-

ichiza" ▽Origami ▽Mochi-tsuki　
（Rice cake pounding）
■Participation fee　Tokai-mura 

International Center（TIC）member 
100 yen, non-member 200 yen
■Inquiries　Secretariat of TIC（☎029-

282-0535 tokai-international@net1.
jway.ne.jp） No advanced reservation is 
necessary. Enjoy freshly pounded mochi.

■期　　日　１月10日（土）
■時　　間　午後１時～３時
■場　　所　姉妹都市交流会館
■内　　容　▽「楽ちん一座」によるライブ

パフォーマンス ▽折り紙体験 ▽餅つき
体験
■参加費　▽東海村国際センター会員…

100円／人 ▽非会員…200円／人
■問い合わせ　東海村国際センター事務局
（☎282-0535 tokai-international@
net1.jway.ne.jp）※事前申し込みは不要
です。

　

公
益
社
団
法
人
茨
城
県
栄
養
士
会
で

は
、
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
に「
栄

養
ケ
ア･

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
開
設
し
て
い

ま
す
。
管
理
栄
養
士･

栄
養
士
で
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容
▼
▽
個
別
栄
養
相
談 

▽
診
療
所

等
医
療
機
関
に
お
け
る
栄
養
相
談 

▽
生

活
習
慣
病
予
防
や
介
護
予
防
の
食
事
相

談 

▽
特
定
保
健
指
導 

▽
地
域
に
お
け
る

食
育
講
座
な
ど

・

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日
を

除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
公

益
社
団
法
人
茨
城
県
栄
養
士
会（
☎
228

局
１
０
８
９
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
※
詳
細
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募 集

栄
養
ケ
ア･

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
担
う「
管
理
栄
養
士･

栄
養
士
」

①
区
分
番
号
東
26
‐
４

所　
　

在
大
字
村
松
字
平
原

３
１
３
５
番
地
４
３
６

地
目･

地
積
山
林･

50
㎡

見
積
価
格
４
０
０
０
０
円

公
売
保
証
金
４
０
０
０
円

②
区
分
番
号
東
26
‐
５

所　
　

在
大
字
村
松
字
平
原

３
１
３
５
番
地
５
１
８

地
目･

地
積
山
林･

４
０
９
㎡

見
積
価
格
３
８
０
０
０
０
円

公
売
保
証
金
４
０
０
０
０
円

日本のお正月を楽しもう！ 

国際センターの「新年サロン」
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真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、南台、緑ケ丘、押延、
須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 （毎週） 月･木曜日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、長堀寮、外宿１、外宿２、船場、
竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週） 火･金曜日

１月の資源物･ごみ収集日割表 問い合わせ　ごみゼロ推進室（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） ６日・20日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 ５日・19日

緑ケ丘、南台、豊岡、亀下 ９日・23日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ８日・22日
白方、岡、原子力機構（百塚） 13日・27日
舟石川１、船場 12日・26日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 16日・30日

舟石川２、舟石川中丸 15日・29日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

５日・12日
19日・26日

船場、照沼 ５日・19日
原子力機構（長堀･荒谷台･
箕輪）、須和間、フローレス
タ須和間

６日・13日
20日・27日

緑ケ丘 ６日・20日
白方 13日・27日

舟石川１、原子力機構（百塚） ７日・14日
21日・28日

宿、押延、岡 ７日・21日

外宿１ 14日・28日

内宿１、亀下 ８日・15日
22日・29日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ８日・22日
竹瓦 15日・29日

舟石川２ ９日・16日
23日・30日

南台、川根 ９日・23日
豊白 16日・30日
※各回収日の午前７時から８時30分まで

に出してください。

資 源 物

燃えるごみ ※祝日の収集も行います。

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
普
及
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
手

軽
に
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
簡

単
に
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
た
り
、
す
ぐ
に
情
報
を
入
手
で
き
た

り
す
る
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
る
反

面
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
長
時
間
の
使

用
が
心
身
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。
今
回
は「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

の
上
手
な
付
き
合
い
方
」に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
身
体
に
与
え
る
影
響

　

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
バ
ッ

ク
ラ
イ
ト
に
使
用
さ
れ
て

い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
は
、
目
へ
の
負
担
、

特
に
網
膜
に
与
え
る
影
響

が
大
き
く
、
体
内
リ
ズ
ム

を
乱
し
、
睡
眠
障
害
を
引

き
起
こ
す
要
因
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
長
時
間
の
パ

ソ
コ
ン
使
用
で
、
座
っ
た

ま
ま
の
姿
勢
が
長
く
な
る

と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。

■
精
神
的
な
影
響

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
や
ネ
ッ

ト
上
の
人
間
関
係
に
没
頭
し
て
し
ま

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
距
離
を
と

り
た
く
て
も
と
れ
な
く
な
る
状
態
を

「
ネ
ッ
ト
依
存
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
依
存
で
は
、
何
を
す
る
に
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
第
一
な
の
で
、
仕
事

や
学
業
、家
事
な
ど
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

た
り
、
不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
の
症
状

が
現
れ
て
、
人
間
関
係
が
悪
く
な
っ
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自

分
の
せ
い
で
、
周
囲
が
困
っ
て
い
る
と

気
付
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使

用
時
間
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

自
分
で
は
気
付
か
ず
に
陥
っ
て
し
ま
う

依
存
に
は
▽
長
時
間
や
り
続
け
る
▽
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
世
界
独
特
の
高
揚
感
や

興
奮
に
引
か
れ
る
▽
情
報
に
過
敏
に
反

応
す
る
▽
つ
ぶ
や
き
や
書
き
込
み
が
や

め
ら
れ
な
い
―
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

年
々
そ
の
形
態
は
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
依
存
は
、
若
者
に
限
ら
ず
、

中
高
年
層
で
も
増
え
て
い
ま
す
。
日
常

生
活
に
影
響
が
あ
る
場
合
は
、
問
題
を

抱
え
込
ま
ず
に
、
心
療
内
科
な
ど
の
専

門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
上
手
な
付
き
合
い
方

①
利
用
方
法
と
目
的
を
明
確
に
！

　

タ
イ
マ
ー
を
か
け
、
時
間
が
来
た
ら

そ
の
場
を
離
れ
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
水
分
補
給
を

し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。
ほ
ん
の
少
し

の
時
間
で
も
距
離
を
お
い
て
、
身
体
へ

の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
は
、

簡
単
に
は
ク
リ
ア
で
き
な
い
仕
組
み
の

た
め
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
特
に
子
ど

も
は
、
自
ら
の
判
断
で
は
な
か
な
か
中

断
で
き
な
い
の
で
、
保
護
者
が
時
間
を

意
識
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
き
ち
ん
と
食
事
を
取
り
ま
し
ょ
う
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
夢
中
に
な
り
過

ぎ
て
、
つ
い
食
事
を
抜
い
た
り
、
食
べ

な
が
ら
続
け
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
食

事
は
別
の
場
所
で
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か

け
て
取
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

③
違
っ
た
趣
味
を
持
ち
ま
し
ょ
う
！

　

趣
味
が
少
な
い
人
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
依
存
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
を
見
つ
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
で
き
れ
ば
、

た
く
さ
ん
の
人
と
直
接
会
っ
て
交
流
し
、

楽
し
め
る
も
の
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

大
切
な
時
間
を
必
要
以
上
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
費
や
さ
な
い
よ
う
に
自
分

で
調
整
し
て
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

151

インターネットに依存しないための

上手な付き合い方とは…

※12月31日（水）から１月４日（日）までは、燃えるごみの収集は行いません。
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ظ˙ ೔	 １月10日（土）
࣌˙ 間	 午前10時45分～ 11時50分（午前10

時15分受け付け開始）
˙৔ ॴ　リコッティ ※駐車場は、イオン東

海店第１駐車場をご利用
ください。

˙໰͍߹Θͤ	 生涯学習課
生涯学習担当（中央公民
館内 ☎282-3329）

←至･佐和駅 至･大甕駅→
JR 東海駅

「2015東海村成人の集い」

刻（きざむ）～今までどんな“時”を刻んできましたか？

　　　　　　　　これからどんな“時”を刻みますか？～

「2015東海村成人の集い」実行委員からメッセージ

　今年のテーマは「刻～今までどんな“時”を刻ん
できましたか？ これからどんな“時”を刻みます
か？～」です。これまでの20年間、刻んできた“時”
を振り返るとともに、これから刻む“未来の時”に
ついて、私たちはより深く真剣に考えていかなけ
ればなりません。これまでの“時”以上に長くなる
道のり、この成人式を節目に新たな“時”をスター
トさせましょう。
実行委員▼（写真前列左から）加賀江駿幸、佐藤若

葉、川野邊彩希、後藤香菜子（後列左から）小林愛
美、大森愛、小河紗也香、小林怜奈、會澤瑞季 

ふ
る
さ
と
歴
訪

～
自
然
を
探
し
て
～

３
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
太
平
洋
岸
各

地
で
地
盤
沈
下
が
起
こ
り
、
特
に
多
く
の
港
で
は

船
が
接
岸
で
き
ず
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

で
は
、
地
震
の
た
び
に
必
ず
地
盤
沈
下
が
起
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

近
年
の
日
本
列
島
で
は
、
大
き
な
地
震
の
た
び

に
隆
起
す
る
傾
向
が
あ
る
地
域
と
沈
降
す
る
傾
向

が
あ
る
地
域
が
み
ら
れ
、
一
般
的
に
東
北
地
方
の

太
平
洋
側
は
沈
降
し
、
関
東
地
方
の
海
岸
一
帯
は

隆
起
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
陸
中
海
岸
は
リ
ア
ス
式
海
岸
で
有
名
で
す

が
、
こ
れ
は
沈
降
地
帯
の
特
徴
的
な

地
形
で
す
。
一
方
、
房
総
半
島
の
先

端
近
く
に
館
山
市
沼
と
い
う
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
５
千

年
の
間
に
40
メ
ー
ト
ル
も
隆
起
し
た

こ
と
が
化
石
か
ら
分
か
っ
て
い
ま

す
。
過
去
５
千
年
の
間
に
起
こ
っ
た

何
回
か
の
大
地
震
の
た
び
に
数
メ
ー

ト
ル
ず
つ
隆
起
し
て
い
き
、
結
局
40

メ
ー
ト
ル
も
隆
起
し
た
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
正
12
年
に
起

き
た
関
東
大
地
震
で
は
関
東
地
方
南

部
一
帯
が
隆
起
し
ま
し
た
が
、
特
に
江
の
島
で
は

一
挙
に
２
メ
ー
ト
ル
も
隆
起
し
た
証
拠
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
東
海
村
に
は
３
～
４
百
万
年
前
に
堆
積

し
た
基
盤
岩（
村
松
層
）が
あ
り
ま
す
。
こ
の
岩
か

ら
は
、
深
海
に
す
む
二
枚
貝
や
巻
貝
な
ど
の
生
物

の
化
石
が
多
量
に
出
て
く
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
の

東
海
村
は
深
い
海
の
中
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
一
体
ど
れ
く
ら
い
深
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

調
査
を
重
ね
る
と
、
村
松
層
の
堆
積
と
同
じ
こ
ろ

に
海
岸
に
近
い
浅
瀬
で
堆
積
し
て
い
た
地
層
が
、

阿
武
隈
山
地
南
端
部
の
山
の
斜
面
に

点
々
と
続
い
て
い
る
の
が
最
近
見
つ

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
層
は
、

標
高
３
百
メ
ー
ト
ル
を
超
す
高
さ
ま

で
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
海

村
も
阿
武
隈
山
地
南
端
部
も
３
百

メ
ー
ト
ル
以
上
も
隆
起
し
て
陸
地
や

山
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

“
動
か
ざ
る
こ
と
山
の
如ご

と

し
”と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
山
も
大
地

も
こ
の
よ
う
に
動
く
の
で
す
。

二
階
堂
　
章
信

東
海
村
自
然
調
査
会
副
団
長

300メートル余隆起した阿武隈山地南端部

“
動
か
ざ
る
こ
と 

　
　
　
山
の
如
し
？
”


